
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【幹事報告】 両川 博之 幹事 

1. 国際ロータリー第 2600 地区事務所より「３回次期ガ

バナー補佐研修セミナー・次期委員長連絡会議」オ

ンライン開催についてご案内 

日時：2024 年 2 月 28 日（日） 13：00～16：00 

 

2. 国際ロータリー第 2600 地区事務所より「会長エレク

ト研修セミナー（PETS）」開催についてご案内 

日時：2024 年 3 月 23 日(土) 受付開始 12:00～  

研修会 12：30～ 懇親会 18：30～ 

会場：白樺リゾート池の平ホテル 

 

3. 例会変更  

佐久 RC  2 月 29（木）  定刻受付なし  

上田六文銭 RC  1 月 30 日(火) 定刻受付なし 

         2 月 13 日(火) 定刻受付なし 

  2 月 20 日(火) 定刻受付なし 

  2 月 26 日(火) 定刻受付なし 

上田東 RC 2 月 14 日(水) 定刻受付なし         

  2 月 21 日(水) 定刻受付なし 

  3 月 13 日(水) 定刻受付なし 

             3 月 20 日(水) 定時受付なし 

4. 週報 

 佐久 RC 

 

本日の配布物 

 週報第１５９３号、第１５９４号、「ロータリーの友」 

 「ロータリーの基礎」 

 

・例会終了後、理事会 

◆点鐘 鴨下 直哉   会長 

◆SAA 倉本 浩行     委員長 

◆ソング 我等の生業 

 

【会長挨拶】 鴨下 直哉 会長 

昨年 2023 年は、日本経済にとって前向きな変化が多く

見られた一年であった。経済正常化 が大幅に進み、賃

上げや価格転嫁が加速した。もっとも、物価高に賃上げ

が追い付かず、 実質賃金は前年比マイナス圏で推移し

た。中東情勢やウクライナ情勢が緊迫する中、金融引き

締めが続く米国経済が想定以上に堅調に推移したことは

日本経済を下支えした。 2023 年の日本の実質 GDP 

成長率は＋2.1％となる見込みです。 

2024 年の実質 GDP 成長率は＋1.3％と見込んでいる。

「成長のゲタ」を除くと＋0.9％で あり、実態としては緩や

かな回復を想定している。経済正常化の「伸びしろ」が残

って いることに加え、春闘での賃上げ率の前年超え、政

府の総合経済対策の効果発現、実質 賃金の前年比プラ

スへの転換などが経済の下支え・押し上げ要因となる。 

日本銀行は 2024 年 4 月にイールドカーブ・コントロー

ルの撤廃とマイナス金利政策の解除に踏み 切るとみて

いる。ゼロ金利政策へ移行し、緩和的な金融環境は当面

維持されるだろう。 ν 2024 年海外経済①米銀行 の貸出

態度の厳格化による米国景気の大幅な悪化、②中東情

勢・ウクライナ情勢の緊迫化、③中国の過剰債務問題の

顕在化、④米中対立の激化（経済安全保障リスクの発

現） などが挙げられる。原油価格が 150 ドル/バレルに

上昇し、ドル円レートが 120 円/ドル に増価すると、 

日本の実質 GDP への影響（年間ベース）はそれぞれ

▲0.6％、▲0.7％と 試算される。テールリスクではある

が、米国や中国で金融環境が急激（きゅうげき）に悪化す

ると、日本など多くの国でマイナス成長に転じる恐れもあ

ります。 

 

 

◆会 長 / 鴨下 直哉   ◆副  会  長 / 青松 英和 

◆幹 事 / 両川 博之   ◆ｸﾗﾌﾞ広報・情報委員長 / 小山 等 

◆例会日/週木曜日 12：30～13：30  ◆例会場/小諸市鶴巻 音羽 

◆事務局/〒384-0025  長野県小諸市相生町 1-2-12 エイワンビル 3 階 

NO．１５９５  令和６年１月２５日 
 

2023～2024 年度 

国際ロータリーのテーマ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆ニコボックス  倉本 浩行 委員長     

 

鴨下直哉君 今後共よろしくお願い致します。 

両川 博君 
ラッキー賞当選有り難うございま

す。 

矢島栄一君 
今日午後に宅建講習会があり、早

めに退席させていただきます。 

加藤輝男君 

ご苦労様です。今の政治家もっとし

っかり仕事をしていただきたいと思

います。 

 

 

 

◆  【本日のプログラム】 「ロータリーの基礎」 出席・プログラム委員会 橋詰 希望 委員長    

出席・プログラム委員会 

橋詰希望 委員長 

 

【これだけは知っておきたいロータリーの基礎】                               

 

以前、ロータリーってよくわからないまま誘われて入会して、今もいろいろわからない

ことが多いという言葉をいただきました。以前は新入会員セミナーを地区で行っていた

のですが、最近はそれもなく各クラブで行うようになりました。わがクラブはそれをして

いなかったため、ロータリーってよくわからないという方が出て来て、先に入会している私もその責任も感じています。今回ロー

タリーの基礎というテキストをクラブで購入していただきました。すでにそんなことはとっくにわかっているよと言われる方が多い

と思いますが、我慢して聞いていただければありがたいです。私も講師をするほどの知識はありませんが一緒に勉強するつも

りで今日はお話しさせていただきます。 

１、ロータリーの歴史 

  1905 年 2 月 23 日ポール・ハリスによりシカゴロータリークラブが誕生。世界のクラブ数と会員数は増えています。 

  1920 年 10 月 20 日日本のロータリークラブは米山梅吉らにより東京ロータリークラブが創設され、翌 1921 年世界で 

855 番目のクラブとして国際ロータリーに加盟した。 

  第二次世界大戦により一時脱退するが 1943 年 3 月復帰加盟した。日本のクラブ数と会員数は減っているのが心配です。 

２ ロータリークラブというのは何ですか？ 

  「ロータリーは人道的な奉仕を行い、あらゆる職業において高度の道徳的水準を守ることを奨励し、かつ世界における親善

と平和の確立に寄与することを目指した、事業及び専門職務に携わる指導者が世界的に結び合った団体である。」とありま

す。 ロータリーの構造は、クラブ、国際ロータリー、ロータリー財団の 3 つからなる組織です。 ロータリーの標語は「超我の

奉仕」および「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」が公式標語です。   

 今後 5 年間の優先事項４つ 

① より大きなインパクトをもたらす 

② 参加者の基盤を広げる 

③ 参加者の積極的なかかわりを促す 

④ 適応力を高める 

３ 定款第 16 条は、私たちがもう一度ロータリーに入会した時の心構えを思い出してほしいという内容です。 

「会費を支払うことによって、ロータリーの目的の中に示されたロータリーの原則を受諾しクラブの定款・細則を順守し、これに

橋詰 希望君 本日卓話させていただきます。 

小池平一郎君 
1 月 14 日に“邦楽の集い”が盛大に開催さ

れました。御協力ありがとうございました。 

倉本浩行君 
司会がつたなく時間オーバーしすいませ

ん。 

前田博志君 橋詰さん、今日はよろしくお願いします。 

 

 ◆出席報告  矢島 栄一 委員     

会員数 １９名  出席義務者 １８名 免除者 １名    

本 日         出 席     １４名 

            事前 MU     ０名 77.78％ 

前々回（1/11）   ＭＵ        ０名 88.33％ 

◆委員会報告    

米山記念奨学会委員会 前田博志 委員長 

申請書類の件 

クラブ広報・情報委員会 小池 平一郎 委員 

ロータリーの友紹介 

 

◆ラッキー賞     

 No.1 両川 博之 君 



拘束されることを受諾する。これらの条件の下においてのみ、会員は、本クラブの特典を受けることができる。各会員は、クラブ

定款・細則の文書を受け取ったかどうかにかかわらず、定款・細則の条項に従うものとする。」 

４ 奉仕理念 

 「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者最も多く報いられる」「他者に対する思いやり」「自分にしてほしいことを何よりも先ず他者

に与える」の 4 つの要素がロータリーの理念です。 

 昨夜の珠洲市だったと思うが、能登地方には店舗がない牛丼の松屋が、埼玉からキッチンカーで 400 杯の牛丼を無料で 

ふるまったことをテレビのニュースで見ました、 

昨日は小諸も特に寒かったですが能登地方は雪の中、牛丼をもらいに長蛇の列が並び、子供がおいしそうに食べている 

情景を見たら 涙が出そうになりました。まさしく私たちの奉仕の理想の実践だと感じました。できることをやっていきましょう。 

５ 入りて学び、出でて奉仕せよ 

  例会は親睦を前提とした奉仕理念の研鑽の場と考え、例会外活動は奉仕理念の実践と明確に区別していた。同時に、例会

内活動において奉仕理念を研鑽した後に、それぞれのコミュニティにおける例会外活動において、奉仕活動を実践するように

順序づけられていた。 この一連の流れを表現しているものです。 

今日の最後の締めくくりは、ロータリーはまず親睦、楽しくなければ長続きしない。 

そして奉仕の理念を実践していきましょう。 

 

 

 

【米山記念奨学会 表彰】 

 

第 5 回米山功労者 加藤輝男 会員            第 3 回米山功労者 前田博志 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回米山功労者 小山等 会員              第 2 回米山功労者 望月完 会員 

 

 

次週のプログラム：  

２月 １日 卓話  長 野 県 議 会 議 員  山 岸  喜 昭 氏  「 県 政 報 告 」  

次々週のプログラム：  

２ 月 ８ 日  陣 羽 織 贈 呈 式  


